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ポイント

• リハビリを要する高齢者の多くに低栄養やサルコペニアを認め
るため「機能/活動/参加」を最大限高めるにはリハビリ+栄養
管理が大切

• リハビリ栄養とはICFによる全人的評価と栄養障害・サルコペ
ニア・栄養摂取の評価,診断,ゴール設定を行った上で、障がい
者やフレイル高齢者の状態を改善し、QOLを最大限高める「リ
ハビリから見た栄養管理」や「栄養からみたリハビリ」

• 今後はリハビリ栄養診療ガイドラインを完成させて研修会を行
うことや、リハビリ栄養の実践が診療報酬に含まれることでよ
り質の高いリハビリ栄養を実践できるようにしたい



1⃣はじめに

• 2010年「PT・OT・STのためのリハビリテーション栄養－栄養
ケアがリハを変える－」(医歯薬出版株式会社)

• 当初の定義：栄養状態も含めて国際生活機能分類で評価を行っ
た上で、障碍者や高齢者の機能、活動、参加を最大限発揮でき
るような栄養管理を行うこと→2017年に見直しあり

リハと栄養はバラバラ



2⃣リハ栄養の概念

• 当初：スポーツ栄養のリハ版。障がい者や高齢者のパフォーマ
ンスを最大限発揮できる栄養管理を行うこと。

• 高齢者の約50％に低栄養やサルコペニアを認める。低栄養やサ
ルコペニアは四肢体幹の筋力低下、摂食嚥下障害、呼吸障害た
ADL制限、参加制約の一因。

• リハだけではなく適切な栄養管理が必要である。「栄養ケアな
くしてリハなし」「栄養はリハのバイタルサイン」

• リハと同時に栄養強化療法を行うことで、よりADLを高めるこ
とができる。



2⃣リハ栄養の概念

• リハ栄養≠栄養リハ

• リハ栄養：rehabilitation nutrition.日本初の造語→世界へ発信

• 栄養リハ：nutritional rehabilitation.栄養改善とほぼ同義

途上国の小児の栄養改善プログラムで使われる言葉

栄養リハの概念には栄養障害以外の障害者が含まれていない



3⃣リハ栄養の定義

• 2017年『国際生活機能分類(ICF)による全人的評価と栄養障
害・サルコペニア・栄養摂取の過不足の有無と原因の評価,診
断,ゴール設定を行った上で、障害者やフレイル高齢者の栄養状
態・サルコペニア・栄養素摂取・フレイルを改善し、機能・活
動・参加・QOLを最大限高める「リハからみた栄養管理」や
「栄養からみたリハ」である』西岡心大、永野彩乃、若林秀隆

従来は『栄養状態も含めて国際生活機能分類で評価を行った上で、
障碍者や高齢者の機能、活動、参加を最大限発揮できるような栄養
管理を行うこと』



3⃣リハ栄養の定義

• 従来との定義の違い

①リハ栄養の診断,ゴール設定というステップを明記

②ADLに障害のある者だけでなくフレイル高齢者を対象

③「リハからみた栄養管理」だけでなく「栄養からみたリハ」を追加



4⃣リハ栄養の現状

• 2011年 日本リハ栄養研究会が設立

• 2016年12月末 会員5220人

• 2017年 日本リハビリテーション栄養学会

• 自分の病院・施設にリハ栄養チームがあると、個人としてのリ
ハ栄養実践も行いやすく、2職種2人以上で構成されるリハ栄養
チームをつくることが望ましい



5⃣リハ栄養研究の現状

医学中央雑誌、Google Scholarともに検索ヒット数は増加。

2021年現在、 Google Scholarで「 rehabilitation nutrition 」を
検索した時のヒット数は… 3780件



6⃣リハ栄養の展望
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←リハビリテーション学会誌2020年
P3.リハビリテーション栄養診療ガイドライン2018



7⃣リハ栄養の診療報酬の展望

• NSTの加算の算定要件に、理学療法士、作業療法士、言語聴覚
士の参加が含まれることが「望ましい」

• 「施設：栄養に係る所定の研修を修了した常勤の〇〇」

医師、薬剤師、看護師、管理栄養士の4職種

令和3年度介護報酬改定
栄養に関する改定の概要















8⃣おわりに

• 低栄養やサルコペニアの障がい者、高齢者の機能・生活・参
加・QOLを最大限に高めるにはリハ栄養の考え方と実践は欠か
せない。

• フレイル高齢者の障害予防や健康寿命延伸にも、リハ栄養の考
え方と実践は有用である。より多くの医療者にリハ栄養を実践
してほしい。


